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第3回総会で「謀略秘密基地・登戸研究

所の謎を追う」のテーマで記念講演をし

て頂いている法政二高の渡辺賢二先生

会
の
存
在
を
大
切
に

会
長
永
戸
多
喜
雄

日
本
帝
国
時
代
の
装
い
を
引
き
継
い
で
、
旭
日
を

か
た
ど
っ
た
軍
艦
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
掃
海
艇
隊
が
、

軍
艦
マ
ー
チ
に
送
ら
れ
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
向
か
っ
た
。

ど
ん
な
に
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
あ
の
軍
艦

旗
を
掲
げ
た
艇
団
が
目
の
前
に
出
現
し
た
ら
、
太
平

洋
戦
争
の
悪
夢
を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

人
々
が
、
東
南
ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
日
本
だ

っ
て
沢
山
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
企
画
演
出
に

当
た
っ
た
連
中
は
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
筈
は
な
い
。
彼
ら
が
あ
ち
こ
ち
に
代
表
を
送
っ
て
、

い
や
い
や
な
が
ら
、
戦
争
中
に
か
け
た
迷
惑
を
詫
び

る
ふ
り
を
し
た
の
を
見
て
も
、
彼
ら
の
意
図
は
明
白

で
あ
る
。
国
民
を
愚
弄
し
、
開
会
中
の
国
会
の
審
議

に
も
か
け
ず
、
閣
議
決
定
だ
の
、
政
令
だ
の
と
い
う

便
法
を
使
っ
て
、
他
に
も
す
る
こ
と
が
幾
ら
で
も
あ

る
と
い
う
の
に
、
こ
と
さ
ら
に
掃
海
艇
隊
を
送
り
出

し
た
の
は
、
軍
艦
旗
で
識
別
さ
れ
る
海
上
自
衛
官
船

を
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
見
参
さ
せ
る
た
め
だ
と
し
か
思
わ

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
白
昼
堂
々
と
行
わ
れ

る
の
は
、
主
権
在
民
と
い
う
思
想
が
欠
落
し
た
独
裁

政
治
そ
の
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
達
が
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
運
動
を
静
か
に
進

め
て
い
る
今
、
私
達
を
取
り
巻
く
日
本
の
社
会
は
お

か
し
な
方
向
に
横
滑
り
を
は
じ
め
て
い
る
ら
し
い
。

こ
の
会
が
三
年
目
の
活
動
に
は
い
る
に
当
た
っ
て
、

私
達
は
初
心
を
確
か
め
な
が
ら
、
会
の
存
在
を
大
事

に
守
っ
て
行
き
た
い
の
で
あ
る
。
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第
三
回
総
会
報
告

日
時
：
四
月
二
〇
日
（
土
）

午
後
二
時
～
五
時

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学

藤
山
紀
念
館
大
会
議
室

ビ
デ
オ
「
松
代
大
本
営
」
上
映

午
後
二
時
～
二
時
三
〇
分

総
会午
後
二
時
四
〇
分

～
三
時
四
〇
分

次
第
一
、
　
開
会
の
辞

二
、
会
長
挨
拶

三
、
議
長
選
出

四
、
議
事

1
、
一
九
九
〇
年
度
活
動
報
告

2
、
一
九
九
〇
年
度
会
計
報
告

3
、
一
九
九
〇
年
度
会
計
監
査

報
告

4

、

1

、

2

、

3

の

報

告

に

つ

い
て
の
賞
疑
応
答
及
び

承
認

5
、
一
九
九
一
年
度
運
営
委
員

会
計
監
査
の
選
出
と
承
認

6
、
一
九
九
一
年
度
活
動
方
針

案
説
明

7
、
一
九
九
一
年
度
予
算
案

説
明

8
、
6
、
7
の
活
動
方
針
案
，

予
算
案
の
質
疑
応
答
及
び

承
認

9
、
大
会
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
採
択
・

と
承
認

1
0
、
新
会
長
挨
拶

五
、
議
長
解
任

六
、
開
会
の
辞

記
念
講
演

テ
ー
マ
：
「
謀
略
秘
密
基
地
・

登
戸
研
究
所
の
謎
を
追
う
」

講
師
：
法
政
大
学

第
二
高
等
学
校
教
諭

渡

辺

賢

二

先

生

時
間
：
午
後
三
時
四
〇
分～
五
時

一

九

九

〇

年

度

活

動

報

告

会
結
成
か
ら
早
く
も
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
度

の
活
動
も
、
活
動
報
告
書
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
様
々
な
活

動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
会
員
の
方
々
の
御
支
援
と
御

協
力
の
賜
と
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

会
員
の
数
も
、
こ
の
一
年
間

で
一
〇
〇
名
近
く
増
え
、
現
在

三
三
九
名
と
な
り
ま
し
た
。
会

報
も
、
第
六
号
か
ら
第
一
〇
号

ま
で
五
回
、
順
調
に
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
の

方
々
か
ら
の
寄
稿
も
多
く
、
増

ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
運
営
委
員
会
は
二
回
、

幹
事
会
は
七
回
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
保
存
の
会
の
推
進
力
と

し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。保
存
の
全
の
具
体
的
活
動
と

し
て
全
会
員
を
対
象
と
し
た
行

事
と
し
て
は
、
日
吉
台
地
下
壕

見
学
会
一
回
と
、
市
ヶ
谷
の
地

下
壕
見
学
会
一
回
だ
け
で
し
た
。

こ
れ
は
も
っ
と
多
く
様
々
な
行

事
を
取
り
入
れ
て
会
員
に
向
け

た
活
動
を
活
発
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
下
壕
の
見
学

会
は
、
地
元
小
中
学
校
P
T
A

・
教
職
員
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、

区
社
会
教
育
課
な
ど
の
団
体
の

申
し
込
み
が
多
く
、
全
体
で
八

回
行
い
ま
し
た
。
日
吉
台
地
下

壕
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高

く
、
毎
回
定
員
以
上
の
申
込
が

あ
り
、
早
く
締
め
切
っ
た
り
、

抽
選
を
し
た
り
し
て
い
る
状
況

で
す
。
見
学
の
感
想
文
で
は
、

地
下
壕
を
ぜ
ひ
保
存
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
非
常
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
関
係
で
は
、
こ
の

一
年
間
に
も
日
吉
台
地
下
壕
と

保
存
の
会
の
事
が
度
々
取
り
上

げ
ら
れ
、
神
奈
川
新
聞
、
朝
日

新
聞
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
な

ど
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
T
B
S

「
ニ
ュ
ー
ス
の
森
」
で
も
放
映

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

調
査
活
動
で
は
、
こ
の
一
年

↑

　

7

ペ

ー

ジ

に

つ

づ

く



（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年6月10日　　　　第11号

1　9　9　0年度決凛艦報告書
（単位は円）

1 9 8 9 年 度 決 算 1 9 9 0 年 度 予 算 1 9 9 0 年 度 決 算

1 98 9 ．4 ．8－1 9 9 0 ．3 ．2 3 1 9 90 ．3 ．2 4－1 9 9 1 ．4 ．2 19 9 0 ．3 ．2 3－1 9 9 1 ．4 ．2

収 入 の 部

会　 費 2 8 3 0 0 0 2 4 7 0 0 0 3 3 7 5 0 0

カ ンパ 4 7 4 6 0 0 1 9 0 0 0

利　 息 1 1 1 6 3

繰 越 金 0 1 8 6 3 0 3 1 8 6 3 0 3

合　 計 3 3 0 4 6 0 4 3 3 3 0 3 5 5 3 9 6 6

支 出 の 部

会 議 費 1 6 0 6 9 2 0 0 0 0 1 2 8 0

事 務 費 1 0 0 2 5 2 0 0 0 0 2 6 9 5 2

印 刷 費 2 0 6 3 5 3 0 0 0 0 3 2 4 7 5

通 信 費 6 8 9 4 9 1 0 0 0 0 0 7 2 9 9 9

資 料 費 1 4 1 9 2 1 0 0 0 0 0 3 8 6 0

謝　 礼 1 4 2 8 7 5 0 0 0 0 5 9 6 1

予 備 費 1 1 3 3 0 3 0

合　 計 1 4 4 1 5 7 4 3 3 3 0 3 1 4 3 5 2 7

差 引 残 高

計 1 8 6 3 0 3 0 4 1 0 4 3 9

以上の通り報告します。

日吉台地下壕保存の会事務局長　　寺田貞治　印

1991年4月6日

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを認めます。

会計監査　　森山高行　印

会計監査　　天野喬子　印
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1990年度決算報告説明書
収入の部

会　費

1 9 8 9 年度 1 9 9 0 年度

口数 人　 数 合　 計 人　 数 合　 計

5 0 0 円 1 1 0 5 0 0 0 円 3 1 5 0 0 円

1 0 0 0 円 1 2 2 9 2 2 9 0 0 0 円 2 1 8 2 1 8 0 0 0 円

1 0 0 0 円 2 4 8 0 0 0 円 2 6 5 2 0 0 0 円

1 0 0 0 円 3 3 9 0 0 0 円 1 2 3 6 0 0 0 円

1 0 0 0 円 5 1 5 0 0 0 円 4 2 0 0 0 0 円

1 0 0 0 円 6 1 6 0 0 0 円

1 0 0 0 円 1 0 1 1 0 0 0 0 円

1 0 0 0 円 1 1 1 1 1 0 0 0 円

2 0 0 0 円 5 1 1 0 0 0 0 円

合　 計 2 5 0 2 8 3 0 0 0 円 2 6 4 3 3 7 5 0 0 円

カンパ

1989年度

1800円＊1口＝　1800円

2660円＊1口＝　2660円

5000円＊2口＝10000円

10000円＊2口＝20000円

13000円＊1口＝13000円

合計47460円

1990年度

4000円＊1口＝　4000円

5000円＊1口＝　5000円

10000円＊1口＝10000円

合計19000円

支出の部

会議費保存会幹事会とプロジェクトチームとの会合

事務費事務用品，封筒，コピー代など

印刷費会報，総会案内，見学案内などの印刷

通信費会報の郵送，幹事会の通知など

資料費松代大本営のビデオ

謝礼地下壕出入口の地主の方への御礼
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1991年度予算
（単位は円）

1 9 9 1 年 度 予 算 1 9 9 0 年 度 決 算 備 考

収 入 の 部

会　 費 2 8 4 0 0 0 3 3 7 5 0 0 10 0 0 円 × 2 8 4 人

カ ン パ 0 1 9 0 0 0

利　 息 0 1 1 1 6 3

繰 越 金

l

4 1 0 4 3 9 1 8 6 3 0 3

合　 計 6 9 4 4 3 9 5 5 3 9 6 6

支 出 の 部

会 議 費 1 0 0 0 0 1 2 8 0 各 種 会 合 費

事 務 費 4 0 0 0 0 2 6 9 5 2 封 筒 ， コ ピ ー 代 等

印 刷 費 4 5 0 0 0 0 3 2 4 7 5 会 報 ， パ ンフレット等

通 信 費 1 5 0 0 0 0 7 2 9 9 9 会 報 ， 各 種 郵 送 代 等

資 料 費 1 0 0 0 0 3 8 6 0 書 籍 ・ビ デ オ 等

謝　 礼 2 0 0 0 0 5 9 6 1 地 権 者 ・講 演 者 等 へ

予 備 費 1 4 4 3 9 0

合　 計 6 9 4 4 3 9 1 4 3 5 2 7

差 引 残 高

計
―

0 4 1 0 4 3 9

【補足説明】

収入の部の会費収入については，1990年度の会費納入書が264名で，そ

の後の新入会員が20名（4月9日現在）であるので，1000円×284＝

284000円とした。

支出の部で，事務費・印刷費・通信費が昨年度の予算・決算額に比べて増えて

いるのは，今年度に署名・請願活動をする必要があるかも知れないからである。

特に，印刷費45万円のうち40万円は，パンフレット代（200円×2000

部）である。会員には全員無料配布し，残りは1部300円で頒布し保存の会の

収入とする。謝礼は地権者の方や，講演会の講師の方に対するものである
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第3回総会アッピール

日吉台地下壕保存の会が結成されて，はや2年が経ちました。この間，世界の情

勢は激動し，東西の冷戦が終わり，東側世界に民主化の波が押し寄せ，ついにベル

リンの壁もなくなりました。そして，人々は，今度こそ世界に真の平和がやってく

るかに見え，期待を膨らませました。

しかし，世界の多くの人々の期待は裏切られ，湾岸戦争が起こりました。短期間

に戦争は終わりましたが，この戦争のもたらしたものの大きさに私達は日を向けな

いわけにはいきません。20万人ともいわれる人々が死にました。前線で戦い，傷

つき死んだ人の多くは，貧しい人達でした。イラクでは，まだ内戦が続き，クルド

族を始め，多くの難民が，寒さと飢えと医療品の不足で，子供・老人など弱いもの

から毎日多くの人々が死んでいきます。また，クェートでは，500本以上の油井

が破壊され炎上し大気が汚染され，ペルシャ湾では流れ出た原油で海が汚染され，

環境破壊が深刻になっています。

戦争は，多くの尊い命を犠牲にするばかりでなく，大切な資源のムダ使いと環境

破壊の最たるものでしかありません。このような戦争を見るにつけ，私達の運動が

ますます必要であることを痛感します。私達は，戦争を知らない世代に太平洋戦争

の真実と実相を伝えていかなければなりません。

横浜市は，太平洋戦争で大きな惨禍を受けたにもかかわらず，その跡をとどめる

ものは地上には殆どありません。日吉の丘の下に眠る旧海軍連合艦隊司令部跡の地

下壕も，いま残さなければ，太平洋戦争当時の激動の昭和史を詰る構築物は殆ど無

くなってしまうでしょう。

私達は，こうした歴史的な貴重な遺産を，史跡として，また戦争と平和を考える

学習の場として，現在及び後世の人々のためにぜひ残したいと思います。

そのために，私達は，これからも日吉台地下壕の整備と，保存・公開の実現に向

けて，粘り強く運動を展開していくことを第3回総会の名において宣言します。

1991年4月20日

日吉台地下壕保存の会第3回総会
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↑
　
2
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く

間
め
ぼ
し
い
進
展
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
の

当
時
の
実
態
も
ま
だ
解
明
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最

近
何
人
か
の
韓
国
の
方
々
と
の

連
絡
が
つ
き
話
を
始
め
て
お
り

ま
す
。
全
国
各
地
に
は
三
千
数

百
箇
所
（
神
奈
川
に
は
千
数
百

箇
所
）
に
地
下
壕
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
と
き
ど
き
各
地
の
地
下

壕
が
話
題
に
な
り
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
下
壕
を
調
査
し

て
い
る
人
々
と
も
連
絡
を
取
り
、

私
達
の
調
査
活
動
を
一
層
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全

国
各
地
の
関
係
諸
団
体
か
ら
、

最
近
様
々
な
資
料
が
送
ら
れ
て

く
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
交
換

も
盛
ん
に
な
り
、
連
帯
の
輪
も

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
吉
台
地
下
壕
の

保
存
に
つ
い
て
の
進
展
状
況
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
報

で
既
に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
港

北
区
役
所
区
政
推
進
課
で
は
、

「
日
吉
台
地
下
壕
利
用
計
画
策

定
調
査
報
告
書
」
を
横
浜
市
に

提
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

「
具
体
的
に
何
を
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
も
の
で
な
く
「
こ

の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
よ

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る

よ
う
で
す
。
区
政
推
進
課
で
申

請
し
た
と
聞
い
て
い
る
映
像
や

活
字
に
よ
る
記
録
の
保
存
の
た

め
の
予
算
も
下
り
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
市
で
は
今
の
と
こ
ろ

日
吉
台
地
下
壕
の
保
存
に
つ
い

て
は
、
何
の
関
心
も
示
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。
港
北
区
に
は

精
一
杯
や
っ
て
き
て
頂
き
訂
し

た
が
、
区
で
や
れ
る
こ
と
は
こ

の
辺
ま
で
が
限
界
で
あ
る
と
の

事
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
や

は
り
私
達
が
中
心
に
な
っ
て
横

浜
市
に
働
き
か
け
る
か
、
私
達

自
身
が
資
金
を
集
め
地
下
壕
を

整
備
し
保
存
・
公
開
し
て
い
く

以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
、
地
域
の
人
々
に
呼

び
か
け
、
保
存
運
動
を
活
発
に

進
め
る
と
共
に
、
市
長
、
市
議

会
議
長
な
ど
に
対
し
て
、
陳
情

・
請
願
・
署
名
活
動
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
会
員
一
人
一
人

に
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
存

じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
御
支
援
・
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
れ
で
一

九
九
〇
年
度
の
活
動
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。

一

九

九

一

年

度

運

営

委

員

・

会

計

監

査

・

顧

問

会
長
　
　
　
永
戸
多
喜
雄

副
会
長
　
　
薄
井
芳
夫

田
辺
　
昇

鮫
島
重
俊

幹
事
　
　
　
谷
　
栄

小
園
優
子

茂
呂
秀
宏

亀
岡
敦
子

皆
川
法
治

梅
沢
滋
隆

比
留
間
淳
一

久
我
俊
二

林
栄
美
子

白
鶴
邦
子

谷
藤
基
夫

堀
内
利
文

馬
養
貞
子

事
務
局
長
寺
田
貞
治

事
務
局
員
加
賀
谷
欣
之
助

大
西
章

林
ち
づ

中
沢
正
子

会
計
監
査
森
山
高
行

天
野
喬
子

顧
問
秋
本
謙
三

佐
藤
林
平

一

九

九

一

年

度

活

動

方

針

保
存
の
会
が
結
成
さ
れ
て
、

早
く
も
二
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
世
界
の
情
勢
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
ま
し
た
。
東

西
の
冷
戦
が
終
わ
り
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
も
な
く
な
り
、
こ
れ
か

ら
真
の
平
和
が
や
っ
て
く
る
か

に
見
え
、
世
界
の
人
々
が
期
待

を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、
こ
の
期
待
は
脆
く

も
裏
切
ら
れ
、
湾
岸
戦
争
が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
は
す

ぐ
終
わ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
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問
題
を
私
達
に
突
き
つ
け
ま
し

た
。
日
本
の
戦
争
体
験
が
風
化

し
て
い
く
中
で
、
湾
岸
戦
争
は

改
め
て
全
て
の
人
々
に
「
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
」
考
え
さ
せ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
際
社
会
に
対
し
て
、
日
本
は

如
何
に
対
応
す
べ
き
か
、
厳
し

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
つ
い

て
、
厳
し
く
反
省
し
た
上
で
な

け
れ
ば
、
如
何
な
る
対
処
も
世

界
の
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
私
達
の

運
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

平
和
な
世
界
を
築
き
維
持
し

て
い
く
に
は
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
に
、
太
平
洋
裁
争
の
真

実
と
実
相
を
正
し
く
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
私
達
は
更
に
調
査

活
動
を
活
発
に
行
い
、
地
下
壕

の
整
備
と
保
存
・
公
開
の
運
動

を
進
め
、
多
く
の
人
々
に
こ
の

日
吉
台
地
下
壕
か
ら
見
え
る
太

平
洋
戦
争
の
真
実
と
実
相
を
知

っ
て
頂
き
、
後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、

一
、
調
査
活
動
を
更
に
活
発
に

行
う
。

二
、
見
学
会
・
講
演
会
・
な
ど

様
々
な
催
し
を
活
発
に
行
う
。

三
、
会
報
を
発
行
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
、
P
R
活
動

を
活
発
化
す
る
。

四
、
全
国
の
関
係
諸
団
体
と
の

交
流
を
深
め
、
情
報
交
換
を

活
発
化
す
る
。

五
、
市
に
働
き
か
け
、
時
期
を

見
て
市
長
や
市
議
会
議
長
に

陳
情
・
請
願
・
署
名
活
動
を

行
う
。

今
年
度
は
、
現
状
を
打
開
す
る

た
め
に
、
特
に
、
市
へ
の
働
き

か
け
を
、
ど
う
し
て
も
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
を
動
か
す
に
は
、
今
ま
で
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
運

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
時
期

を
見
て
、
市
長
や
市
議
会
議
長

へ
の
陳
情
・
請
願
・
署
名
活
動

な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
、

よ
ろ
し
く
御
支
援
・
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

一

九

九

一

年

度

会

費

納

入

に

つ

い

て

の

お

願

い

一
九
九
一
年
度
の
会
費
を
、
ま

だ
、
お
納
め
に
な
っ
て
い
ら
れ
な

い
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
お
納
め

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
顔
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
費
は
、
個
人
一
口
一
〇
〇
〇

円
、
高
校
生
以
下
一
口
五
〇
〇
円
、

団
体
一
口
二
〇
〇
〇
円
で
、
そ
れ

ぞ
れ
一
口
以
上
で
す
。

直
接
事
務
局
に
お
届
け
頂
い
て

も
、
郵
便
振
込
で
も
結
構
で
す
。

郵
便
振
込
番
号
・
名
称
は
、
次
の

通
り
で
す
。

横
浜
二
―
六
二
九
九
七

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会

な
お
、
一
九
九
〇
年
度
の
会
費
未

納
の
方
は
、
一
九
九
〇
年
度
分
も

同
時
に
お
納
め
下
さ
い
。

編

業

後

記

◆
今
年
は
、
選
挙
と
重
な
ら

な
い
よ
う
に
少
し
総
会
を
延

ば
し
た
た
め
、
余
裕
を
持
っ

て
準
備
が
で
き
た
。

◆
総
会
も
四
一
名
の
出
席
が

あ
り
、
総
会
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
、
議
案
も
す
べ
て
可

決
さ
れ
た
。

◆
松
代
大
本
営
の
ビ
デ
オ
は

か
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
登
戸
研
究
所
」
の

講
演
も
、
資
料
を
用
い
て
の

熱
心
な
お
話
に
、
み
ん
な
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

◆
見
学
会
の
感
想
な
ど
多
く

の
原
稿
を
頂
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
総
会
の
報
告
で
紙
面

が
一
杯
な
の
で
次
号
に
廻
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
会
員
も
三
七
八
名
と
な
り

保
存
運
動
を
理
解
す
る
人
も

増
え
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。

◆
三
年
目
を
迎
え
、
今
年
度

は
更
に
飛
躍
の
年
と
す
べ
く

皆
さ
ん
の
御
支
援
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。


